
旭川医科大学 二輪草センター
（復職・子育て・介護支援センター）

二 輪 草 だ よ り

【お問い合わせ先】 旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240)サンニンヨレ FAX  0166-69-3249
E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp 開設時間8時30分～17時15分

病児一時預かり室、バックアップナース、病児・病後児保育室、カウンセリング相談
【４月２０日～５月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 依頼回数 ０回 利用回数 ０回

バックアップナース 依頼回数 １０回 稼働回数 １０回

病児・病後児保育室 依頼回数 １４回 利用回数 １２回

カウンセリング相談 利用回数 ６回

＊病児一時預り室、病児・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます

2023年5月号
発行：二輪草センター

日時：2023年6月26日(月) 18：00～19：00
場所：臨床講義棟 臨床第三講義室
対象：医学科学生・研修医・全職員

（順不同）

※発表いただく診療科は医学科5.6年生の投票により決定しました

～ 先輩医師の研修の様子をお聞きしよう ! ～

初年次セミナーは、看護学科1年生が大学での学びの方向付けができることを目的とした
必修科目です。その中で「看護の世界」は、現場の看護職が仕事ややりがい、キャリアな
どを伝える講義です。今年度も及川賢輔教授にコーディネートいただき、看護職キャリア
支援センターと二輪草センターの共催事業として4月20日に実施しました。
当院7東病棟看護師、鈴木美咲さんは、ご家族の病気をきっかけに看護師の道を志しまし

た。「家に帰って身辺整理をしたい」という患者さんの願いを叶えた経験は、患者さんや
ご家族の思いを大切にしたいというご自身の目指す看護を見つめることにつながりました
。また、看護師は、患者さんの変化に一番に気づくことができ、患者さんの意思決定を支
援し、多職種の懸け橋になるなど多くのやりがいをお話しいただきました。
当院7西病棟看護師、佐藤光さんは、排泄に関わる専門的知識を学び、通常の業務とは別

に排尿自立支援加算やストーマサイトマーキングでのコスト算定などに関わっています。
ご家族から「最期を看取ってくれたのが光ちゃんで良かった」と言葉をかけてもらったエ
ピソードから、看護師の仕事は、しんどいこともあるが報われる瞬間もあるとお話しいた
だきました。また、多職種とともに患者さんの最善を考えるチーム医療の実践に達成感が
あり、それがやりがいにつながることも伝えていただきました。
当院周産母子センター助産師、勝見真衣さんは、中学生の頃に受けた助産師の授業で、

赤ちゃんが育つ奇跡に魅せられ助産師を志しました。助産師は、妊婦さん、産婦さん、赤
ちゃんや産後のお母さんのケアに加え、マタニティフォトの撮影や消防士さんへの学習会
など幅広く活躍していることをお話しいただきました。学生の方からは、助産専攻に関わ
ること、赤ちゃんが亡くなってしまったときのケア、あるいはコロナ禍でのケアに関わる
質問があり、リモートでの立ち合い分娩や産後の母子のスカイプ面会の取り組みも紹介い
ただきました。
旭川市保健所、村岡弘江さんからは、入庁からこれまでのご自身の経歴から行政の場で

働く保健師についてお話いただきました。健康管理課、介護保険課、保健指導課、保健総
務課、健康推進課など複数の業務がありますが、行政で働く保健師の役割として、地域を
丸ごと看護する、すなわち、地域に暮らす人々の暮らしと命を守るという視点で地域全体
を丸ごと捉えて判断する総合力が必要であることを説明いただきました。
講義後のレポートでは「チームとして多職種と協力していくことが分かった」「退院後

の患者さんのことを考えるなど思っていた以上に看護が広いことを知った」「男性の看護
師からの話を聞けて良かった」「終末期の患者さんへの関わりを学ぶことができた」「助
産師の仕事が分娩介助だけではないことを知った」「助産師を専攻するのは大変と伺った
が頑張りたい」「保健師の仕事の幅広さに驚いた」「保健師には法律やデータ分析などの
知識が必要であることを知った」などの記述がありました。
講師の皆様には、ご自身のご経験や大事にしている看護

を通して、看護職の魅力を伝えて頂きました。お忙しい中
本当にありがとうございました。

初年次セミナー「看護の世界」実施報告

循環・呼吸・神経病態内科
糖尿病・内分泌内科
消化器内科

研修医が選ぶ優れた指導医表彰式を行います
卒後臨床研修センター研修医の皆さんが選んだ優れた指導医

を表彰いたします。

各講座・診療科のポスター展示
各講座・診療科でどのような教育体制や働きやすい環境を整え

ているか、実際に働いている研修医の例、具体的なキャリア支援

の実績等、特徴的な取り組みをポスターで発表します

後日ベストポスター賞の表彰を行いますので学生の皆様の投票

をお待ちしています！

樋口 隼太朗 先生
山縣 二美可 先生
入部 航平 先生
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